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本校学生と山口大学及び全国大学学生との

体格・体力，:運動能力に関する調査研究

第3報

中 山 克 彦＊

あ  ら  ま し

 発達著しい5ケ年間教育において，］8才，19才の本校学生を対象に一般大学及び山口大学とのスポ■・・一一ツテス

Fの比較検討により，大学教育と高専教育の現状を確認し，5ケ年間教育の特後を明確にしょうと究明してい

るが，本校学生の体格は大学にやや劣り，体力，運動能力においては優る傾向を示している. 特に本校では18

才をピークとした発達の状態を示す. 今後は継続的にカリキュラム問題及び内面的な発育問題にも研究を必要

としなくてはならないと思う. 

  1.  ま え が き

 学校教育における学生の体力，運動能力の推移と現状

の把握は，昭和39年度より実施されている文部省のスポ

ーツテストにより大変良好な成果をなしてきた，この統

一された方法により，今回は第1報(注1)，第2報(注2)に

続き918才，19才の本校学生と山口大学学生及び全国一般

大学学生との体絡，体力，運動能力の比較検:討により，

5ケ年間教育過程の高専教育の特徴を究明し，現状を把

握し，その結果に基いて身体の向上，発達を図り，増々

鍛練:すると共に学生が健康に自信を持って生活するため

の資料を第3報としたい. 

  2. 研 究 方 法

 本校では毎年5月に実施されている定期健康診断の形

:態測定と同じく5月に実施している文部省要領のスポー

ツテストにより，山口大学の資料と文部省のスポーツテ

ストの報告書を利用して，18才，19才は大学の資料を利

用した. 、

 なお，標準偏差及び有意差検定は次の公式を利用した

   (・)s・Dイ聖2《翠)2×級間の巾

(2) t一

    S. D・＝標準偏差

    ノV＝調査人員

    fd＝偏  差

 Ml-M2
ゆγ素＋鵡

    t＝差の検定

    1V＝調査人員

            sp＝標準偏差のpool

            M＝平均値

項目

表1. 昭和41年度本校学生と山口大学及び全国大学学生

  との体絡の平均値の比較. 

表2. 昭和41年度本校学生と山口大学及び全国大学学生

  との運動能力テストの平均値の比較

表3. 昭和41年度本校学生と山口大学及び全国大学学生

  との体力診断テストの平均値の比較. 

表4. 昭和41年度本校学生と山口大学及び全国大学学生

  との体格，体力，運動能力の平均値の差の有意性に

  ついて. 

＊宇部工業高等専門学校体育教室

  5. 考   察

 本校学生の体格は身長，座高において18才の座高を除

き，全国大学平均値及び山口大学平均値にはるかに劣っ

ている. しかし，体重，胸囲においては18才，19才とも全

国大学平均値をはるかに上まわっている. 運動能力のテ

ストに関しては，全種目とも本校学生が全国大学平均値

及び山口大学平均値をはるかに上まわり，特に18才の記

録は大変よい結果を示している. ，本校では19才が18才よ

り記録の落ちる点に特に注意を要する. 体力診断テスト

に関しては，19才の踏み台昇降運動で山口大学平均値に

0. 16判定指数で劣っている以外は運動能力同様18才，19

才共全国平均値及び山口大学平均値をはるかに上まわっ

ている. しかし運動能力と同じく19才が18才より記録の

落ちる点に注意を示す. 有意差の検定においても，体格で

は19才の身長，座高で平均値の差が1％～5％の有意性

において全国大学平均値及び山口大学平均値に劣ってい

る. しかし体重，胸囲においては平均値の差が1％～5％
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表1 宇部高専生と山口大学及び全国大学との体格の比較

性
別

男

子
，

年
令

18

. 19

地域

種目

宇部高専
山口大学
全国大学

身 長 (on)

N 1 M i s. Dl ±M

108

310

1645

宇部・高，専・ 105

山口大学 314
全国大学｛t1446、. 

166. 9 ?6. 89

167. 4

167. 8

5. 33

5. 14

166. S'''   5. 36

167. 5 1 ・5. 59

  、右8. 。1. 鉱Z6

(一〇. 5)

(一〇. 9)

(一1. 0)

(〒ユ. 5)

体 重 (勿)

N 1 M 1 s. Dl ±M

108

301

164Z

］05

311

1444

61. 3

57. 1

57. 6

59. 4

57. 8

58. 0

6. 92

6. 07  十4. 2

5. ・S！r9！一1. . ＝l12，＝l12，・ZZ7

6. 54

6. 2ラ

5. 93

十1. 6

十1. 4

？
‘
l
I
撃
5
‘

f
・
響
L

宇・山全

部口国

高大大

専門学

身  長(伽) 体  重9侮)

170・ 61・

169. '
60一

168. '
 一噛● ρ  ρ

?一

59一

 噛ψ一●r

167・

＼
58. 

  」E7/'
^
・
 
'
 
'

166・ 57一
/

＝ ＝

署 18 19 刀 18 19
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胸 囲  (om)

N

108

290

1535

！1一，一s一・2

 105

 304

， 13Z3

87. 7

84. 3

85. 1

87. 5

85. 5

85，6

4. 64

4. 23

4. 73

5. 26

4 98

4. 58

±M

十3. 4

十2. 6

十2. 0

十1 . 9

座 高  (on)

N Ml   S. Dl ±M

108

280

1''O

105

298

1261

90. 0

90. 2

90. 0

89. 1

90. 2

90. 1

3. 23

3. 00

3. 19

4. 30

3. 20

3. 29

(一〇. 2)

 o

(一1. 1)

(一1. 0)

胸  囲(伽) 座  高(伽)

88門 92・

＼87・ 91・

，

■
 
 
 
 
 
 
 
 
■
震
U
 
 
 
【
り
0
0
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ク
'
ρ
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W9・
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宇部工業高等専門学校研究報告 第9弓'昭和44年8月



/

4，2 中 山 克. 彦

表2 宇部高専生と山口大学及び全国大学との運動能力テストの比較

性
別

男

子

年
令

18

19

地激

宇部高:專

山口大学

全国大学

宇部高専

山口大学

全国大学

50m;(E (秒)

N

111

350

1642

99

336

1440

M
6. 96

7. 4

7. 4

07

4
9

7

47

S. D

O. 33

0. 34

0. 38

O. 30

0. 34

0. 38

±M

十〇. 44

十〇. 44

十〇. 4

十〇. 4

走り幅とび (on)

N

111

350

1643

99

336

1441

M
493. 56

452. 9

453. 7

493. 67

456. 1

448. 6

S. D

41. 80

37. 10

38. 97

37. 68

36. 69

39. 70

±M

十40 '66

十39. 86

十37. 57

＋45. 07

ハンドボール投げ (m)

N

110'

350

1643

101

336

1442

M
32 68

29. 0

28. 3

3Z. 36

29. 1

28. 0

S. DI ±M

4. 35

3. 84

4. 21

4. 09

3. 97

4 27

十3. 68

十4. 38

十3. 26

＋4. 36

1
［
i
l

宇山全

部口国

高大大

50π走(秒) 走り幅とび(om) ハンドボール投げ(m)

7. 0・ 490. 32. 

男 7. 1・ 480一 31一

7. 2' 470・ 30御

子

7. 3帽 460・ 29'
   電・一一一一一●

s/
7. 4・ ●一一一・一一辱一〇一rq● 450・

3》《で'. 
@ 、、、 、    鴨 、 、      覧■

28・

帆・・一. . 、. 

@   鴨-馳亀r●

＝ ＝ 二＝

不
18    19 伽 18     19 / 18    19

(注)50mは山大と全国は同じ
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懸 す い (回) 持久走1，500魏 (秒) 運動能力テストの合計点 級  別  判  定

N lM S. Dl±M l

N M ls・D ±M N M
1s. Dl

±M N M S. Dl±M

1111 9. 91 3. 52

3501 7. 91 3. 13

1637 1 7. 91 3. 27

 99 1 9. 751 3. 82

336 1 8. 81 3. 23

1''11 8. 11 3. 38

   110

十Z. Ol 350

十2. 01 821

343. 061 27. 601 1 107

355. 8 129. 01f  十12. 741 350

361. 5 129. 981 十18. ''1 1642

55. 721 12. 501 1 1071 2. 851 O. 83

42 . 9 1 10. 941 十 12. 82

414 10. 81十14. 32

   101

十〇. 951 336

十1. 651 753

348. 16i 28. 701 1 100

353. 8 127. 481 十 5. 641 336

365. 8 ［3Z. OII 十17. 621 1443

53. 641 12. 30

44. 8110. 901 十 8. 84

40. 1  11. 26 . 十13. 54

100 1 3. 021 O. 79

懸 す い(回) 持久走(1500㎜)(秒) 運動能力テストの合計点

ρ

11一 345
60一

10・ 350・
55欄

9. 

/
355.    . /

Y' 50. 
'
'

∠一一一一鴫
360・

R65・

し 、 、  、  、   、   、    、

@   、

45'

S0'

   ノ  0  9

^●●o唱電  陶  軸   鴨    亀r●

i 嘲 ・

＝

男 18    19 亥 18    19 / 18' @  19
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表5 宇部高専生と山口大学及び全国大学との体力診断テストの比較

性
別

男

子

 宇部高専

18
 山口大学

 全国大学

 宇部高専

19
 山口大学

 全国大学

反復横とび (点)

N1 M ls. Dl ±M

114

350

1664

］02

336

］465

45. 52

41. 2

'40r.  5''

44. 10

41. 5

40 6

3. 93

-3. 8Z

4. 11

3. q8

-3 71

4 55

十4. 32

±. zS＝oz

十2. 6

十35

すい直とび (em)

N

115

350

1663

102

330

446

M lSD

6Z. Iz

56. 6

57. 9

60. 25

55. 5

57. 3

6. 13

7. 15

6 80

±M

十5. 52

十4.  Z2

6. 25

6. 32十3. 75

6 68f 十2 95

背 筋 力 (勿)

N

113

350

1663

102

336

1. 466

M
155. 67

131. 5

136. 9

145. 30

t37. 8

139. 5

S. Dl ±M

23. 60

ユ9. 82

22. 68

Zl. 0

21. 14

23. 2ユ

十24. 17

十18. 77

十8. 5

十68

握 力 (勿)

N

113

350

1647

102

336

14ss

M
45. 12

43. 5

43. 5

44. 92

43. 6

44. 1

S. D

4. 52

5. 86

6，50

5. 96

5. 62

6. 60

±M

十1. 62

十1. 62

十1. 32

十〇.  82

 口

I
l
i
i
i

宇山全

部口国

高大大

工博学

反復横とび(点) すい直とび(・殉 背筋力(勧 握  力(勧

男
 
 
子

＝
二
，

l
l
1
6
0
一
:
l
l
＝

＼
＝
1
こ

1
:
l
l
l
l
:
:

15・一'
_
 
ジ
ブ
呂

1
:
:
:
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1
4
3
】
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詳
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二
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亨
)
、

伽
(

立蕪前屈(、m)

く
ノ
」

φ

伏臥上体そらし

N

113

350

1662

102

336

1466

M iS. Dl ±M

61. 97

56. 6

57. 0

60. 47

56. 7

56. 9

6. 65

7. 78

7. 67

7. 15

7. 97

7. 94

十5. 37

十4. 97

＋3. 77

十3. 57

N

113

350

1657

102

336

145Z

M ls. Dl，±M

20. 35

45. 4

16. 3

19. 40

16. 0

16. 0

4. 81

5. 56

5. 33

5. 40

5. 07

5. 53

;4.  96

十4. 06

十3. 4

十3. 40

踏み台昇降運動(判定指数)

N

111

350

1654

102

336

1459

M
65. 46

60. 1

60. 2

64. 34

64. 5

59. 6

s. Dl ±M

10. 65

ii. 67

9. 90

i6. go

11. 01'

9. 57

十5. 36

十526

(一〇.  16)

 十4 64

体力診断テスト合計点

N睡
107

350

1663

102

336

1461

26. 45

23. 6

Z3. 6・

25. 59

23. 9

23. 5

，. s一，・・一D. ！. 一i-liMM

2. 66

  1 -
2. 76十2. 85

J2， 62］ ＋2. 85. 

2. 78

2. sgl＋i. :69

2. 68i一・F2. OE！

伏臥体そらし(・の 立位体前屈(伽) 踏み台昇降運動(判定指数) 体力診断テストの合計点

61一 ・ 20一 ＼ 66一 27一

60一 19' 64一 》 26一 ＼
ρ
'
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一噛
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57・ 二:二 16欄
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の有意性を持って優っている. 運動能力テストに関して

は19才の持久走で山口大学平均値に有意の差が認められ

ない他は各種目，各年令共1％～5％の平均値の差にお

いて有意性を示している. 体力診断テストにおいても，

19才で踏み台昇降運動の山口大学平均値及び19才の握力

で全国大学平均値に有意の差が認められない他は，各種

目，各年令共平均値の差が1％以上の有意性を持って本

校学生が優っている. 

4. む す び

 発達著しい，5ケ年間教育の18，19才の青年期の体力

・運動能力IC興昧を持ち調査した結果次のような事が見

出された. 

 ① 本校学生は体格において全国大学及び山口大学平

均値に身長，座高において劣り，体重，胸囲において優

っていること. これは平均値の有意差の検定においても

平均値の有意性が明確にうかがわれた. 特徴として身長

小にして「ずんぐり型」の学生が多いことを示している. 

 ② 運動能力テスト及び体力診断テストに関しては，

19才の踏み台昇降運動で山口大学平均値に0. 16劣ってい

る他は各種二丁年令共，全国及び山口大学平均値をは

るかに上まわり，有意差の検:定において19才の持久走，

踏み台昇降運動といった種目で山口大学平均値に有意差

がなく，握力の19才で全国平均値に有意差が認められな

かった他は各種目，各年令とも本校学生は平均値の差に

おいて1％'y 5％の有意性が認められた. 

 以上の結果により本校学生の体格は発育にやや欠けて

いるが，体力，運動能力に関しては2～3の種目を除

き'，全国大学及び山口大学平均値にはるかに優り，順調

な発達と思われる. また本校において19才が18才より記

録の落ちる点については，体育カリキュラム，地域性，

生活環境，栄養などの問題があると思われ，今後はこの

資料に基いて継続的な究明をして行きたい，また学生の

健康管理と体位の向上，体力，運動能力の増進に努めた

い
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